
大人の食育教室事業
（ 担当：健康課　福光保健センター　　問合せ先　　５２-１７６７）

主な経費
　実習材料費等　　　　　　　　　　　１７万円　
　印刷製本費　　　　　　　　　　　　５５万円

食生活改善推進事業費

各種負担金等

（ 担当：井波庁舎　健康課　　問合せ先　　２３-２０２７） （ 担当：健康課　福光保健センター　　問合せ先　　５２-１７６７）

○健康づくり推進のための意識調査
・市民２，０００人の意識調査
・食生活や運動・生活習慣等の把握

○健康プランを策定し健康づくりの普及

概要版を作成し、健康づくりの普及に努めます

○主な経費
意識調査費など ６７万円
印刷・パンフレット代 ４１万円

主な経費
対面型相談支援事業　　　　　　　　　　　　　
人材育成事業
啓発普及事業

財源
国県支出金 万円

・保健センターでの精神科医師・臨床心理士・精神
保健福祉士による心の健康相談日を月1回開設

・市民の相談に対応する職員向けにゲートキーパー
としてうつ病の理解や自殺の危険因子に理解を深め
る研修会の開催

・住民健診等で心の健康についてメンタルチェック
と相談を行う

※ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を
聞いて、必要な支援につなげ、見守る人のことです。

・健康づくりボランティアの活動に補助し、地域の
健康づくりの輪を拡大するよう支援します。

歯科保健推進事業費
50
75

主な経費

万円
244 万円

　市民が生活習慣病や寝たきりにならないための生
活習慣の見直しや健康づくりを実践することによ
り、健康寿命を延伸し心豊かに生活できることを目
的として、平成２５年から平成３４年の１０年間の
健康プランを策定します。

万円
万円

健康プラン策定事業

健康づくりボランティア補助金

108 万円

105

50 万円

万円自殺予防対策事業 83

　社会全体で自殺を止める機運を高めるため、うつ
病や自殺の危険因子について理解を深める人材育成
事業を行います。
　また広く市民の方への心の健康づくりや支えあう
地域づくりの啓発普及事業などを行います。

72
（担当：健康課 福光保健センター　問合せ先　５２－１７６７）
　大人自身が今一度食生活を見直し日常の生活習慣
病のリスクを減らし、明日を担う子供たちに「元気
で長生き」できる環境を整え、健康で質の高い社会
の実現を目指す「大人の食育教室」を開催します。

・乳幼児を養育している方を対象に健康談義（伝え
たいケンコウ井戸端会議）や調理実習を行います。

・広報で紹介してきた献立「地域の産物　旬の食材
で栄養バランスを」に生活習慣病予防のコメントを
つけたテキスト『伝えたい南砺の味を』を製本し、
健康談義で使用します。

万円474

　健やかで心豊かに生活するために住民参加型の健
康づくりを進めております。健康寿命の延伸や生活
習慣病予防の推進のため健康づくりボランティアで
ある食生活改善推進員、ヘルスボランティア、母子
保健推進員の協力を得ながらきめ細かな保健事業を
展開しています。

・むし歯や歯周病などの歯科疾患の予防を目的に乳
幼児から学童、妊婦、成人、高齢者まで歯と歯ぐき
の健康づくりを推進します。

・適正な栄養や食生活に関する知識の理解と実践を
地域へ普及啓発するための研修会を開催し、健康づ
くりボランティアの育成を推進します。

保健衛生推進費 万円

25 万円
8 万円

83

45



（ 担当：健康課　福光保健センター　　問合せ先　　５２-１７６７） （ 担当：健康課　福光保健センター　　問合せ先　　５２-１７６７）

○乳幼児予防接種委託料 万円
○高齢者インフルエンザ ○ ヒブ予防接種委託料 万円

予防接種委託料 万円 ○ 万円

○事務費 (郵便料、印刷代等） 万円 ○ 事務費 (郵便料、印刷代等） 万円

・接種場所　市指定医療機関
　高齢者インフルエンザ予防接種(個人負担金１,０００円） ・持参するもの　予診票(接種券),母子健康手帳

(ポリオのみ、保健センター等で集団接種）

・持参するもの 予診票(接種券)、母子健康手帳

財源 財源
その他(個人負担金） 万円 国県支出金 万円

万円 万円

（ 担当：健康課　福光保健センター　　問合せ先　　５２-１７６７） （ 担当：健康課　福光保健センター　　問合せ先　　５２-１７６７）

通信費 万円
委託料 万円
事務費 万円 主な経費

光熱水費等の維持経費 万円
一般修繕料 万円
通信費 万円
空調等の設備管理保守経費 万円
事務費 万円
工事請負費 万円
管理備品購入費 万円

　予防接種法に基づいて、乳幼児や高齢者の感染症
を予防するため、予防接種を実施します。

4,834

万円 万円ヒブ・肺炎球菌予防接種 3,364予防接種 9,851

　子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業補助によ
り、乳幼児の細菌性髄膜炎を予防するために生後
2ヵ月から5歳未満を対象にヒブ・小児用肺炎球菌
予防接種を行います。

・接種費用
　　乳幼児予防接種費用は全額公費負担します。

・接種場所　市指定医療機関

1,6691,310
1,695市の負担額

感染症予防費 933

市の負担額 8,541

【期日】５月末から１１月上旬
【案内】対象者の方には、５月～９月に順次個人
通知します。

【検査の内容】　問診

30

20
883

　結核の発生と蔓延を防止するために、市内各公民
館、保健センター等で、検診車による胸部レントゲ
ン検診を実施しています。市民の皆さんの身近な場
所で受けやすい体制をしています。

・胸部レントゲン検診

1,419

肺炎球菌予防接種委託料 1,939
6

4,747
270

　南砺市が所有する８保健センター（福光・福野・
城端・井波・井口・平・上平・利賀）の維持経費で
す。今後も市民の皆さんが利用しやすい施設となる
ように、適切な管理運営に努めます。

　お気軽に健康に関するご相談にお越しください。

保健センター運営費 1,208万円 万円

【対象】南砺市に住所を有し、胸部レントゲンを
受ける機会のない６５歳以上の方。

　　　　　　　　胸部Ｘ線検査

主な経費

119

462
80
110
234
83
120
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（ 担当：井波庁舎　健康課　　問合せ先　　２３-２０２７） （ 担当：井波庁舎　健康課　　問合せ先　　２３－２０２７）

○

○対象者　 ○

・中学1年生から高校1年生相当の女子
・高校２年生は平成24年3月31日までに
接種を開始した者

○接種回数
・サーバリックス：1か月後・6か月後の3回 ○  　30万円
・ガーダシル：2か月後・6か月後の3回  　31万円

○接種場所 委託医療機関  　74万円

○主な経費
予防接種委託　 1,313万円
事務費　　　   　  7万円

財源

国県支出金 656万円
市の負担額 664万円

（ 担当：井波庁舎　健康課　　問合せ先　　２３－２０２７）

○がん検診事業 ○健康診査事業
・対象者 ＊39歳以下健診
胃：40歳以上の男女　  　子宮：20歳以上の女性 ・対象者及び実施方法
乳：40歳以上の女性　　　肺：40歳以上の男女 19歳～39歳の方を対象に、集団検診にて実施

大腸：40歳以上の男女　　前立腺：50歳以上の男性 ・受診料･･･1,000円　　

ﾍﾘｶﾙCT：50～70歳の男女 ＊肝炎ウイルス検診
・実施方法 ・対象者及び実施方法

集団検診（胃・子宮・乳・肺・ヘリカルCT） 新40･50･60･65歳の方を対象に、特定健診と

各地域で、がん検診車による集団検診を行っています。 併せて血液検査にて実施

施設検診（胃・子宮・乳・大腸・前立腺） ・受診料･･･無料
指定医療機関でのがん検診も実施しています。 ＊口腔疾患検診

○健康教育、健康相談、訪問指導等事業 ・対象者及び実施方法
・健康教育 40・45・50・55・60・65・70歳の方を対象に、

保健師や管理栄養士等が地域に出向き、自分の健康を 歯科医療機関にて実施

守ることができるよう支援します。 ・受診料･･･無料
・健康相談 ＊生活保護健診
生活習慣病や心身の健康について、個別相談を受けます。・対象者･･･年度内40歳以上の生活保護者

・訪問指導
ご自宅に訪問し、健康づくり等に関して助言を行います。 財源

・栄養教室 国県支出金 　680万円
食生活や栄養について学ぶ教室を開催しています。 その他（個人負担金） 　943万円

・ヘルスボランティア養成講座 市の負担額 4,741万円
地域の健康づくりの原動力となるﾍﾙｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを養成し
ています。

万円子宮頸がん予防ﾜｸﾁﾝ接種 1,320 受動喫煙対策事業 135

　将来の子宮頸がんの発症を予防するために接種し
ます。子宮頸がんはHPVウイルスに感染することで
発症しますが、サーバリックスは16型と18型、
ガーダシルは6型、11型、16型、18型のウイルス
に対するワクチンで、子宮頸がんの約7割を予防す
ることができます。
（すべてを予防できるわけではないので、20歳以上は子
宮がん検診を受けてください。）

　喫煙が多くの疾病に影響を及ぼしていることか
ら、受動喫煙防止を進める健康なまちづくりをめざ
して、講演会や相談会を行い禁煙応援のポスターや
ステッカーを作成して禁煙応援の気運を高めます。

市内事業所を対象に講演会や個別相談

万円

市内事業所の取組状況の発表

禁煙グッズの体験、市内禁煙外来の紹介など

禁煙ポスターやゆるキャラステッカー作成
市内小中学校に禁煙ポスターを募集し、市内事
業所や公共施設等に掲示する。また、ゆるキャ
ラが入った禁煙ステッカーを作成し、事業所や
公共施設等に掲示して禁煙を応援する。

健康教育講義及び個別健康相談
禁煙ポスターの募集
禁煙ステッカー制作

疾病予防対策費 6,364 万円

　市民のみなさまが健康で長生きできるように、主に成人の方を中心とした各種がん検診、健康診査、健康相
談・教育・訪問などの事業を行っています。
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母子保健対策費

○主な内容
・母子健康手帳交付
・マタニティ教室
・離乳食教室
・食育教室
・育児や発育・発達に関する相談 ・医師等謝礼　　　　 　　　　　　　 　171万円
・新生児訪問　　                など ・事務費　　　 　　　　　　　　　　　　22万円

・妊婦・乳児健診費委託料、手数料　　　　
○周知方法   3,884万円

主な経費
看護師、管理栄養士、事務補助賃金等　１７４万円

助産師等謝礼　　　　　　　　　　　　　６９万円

事務費　　　　　　　　　　　　　　　１４４万円

財源 財源
国県支出金 万円 国県支出金 万円
市の負担額 万円 万円

○助成を受けられる方

・歯科医師等謝礼　　　　　　　１４９万円
・事務費（滅菌手数料含む）　　１１１万円
・妊婦歯科健康診査費委託料　　　３９万円 ○助成される金額

　診療日から起算して1年間で30万円
財源

国県支出金 万円 ○助成対象となる治療

その他の財源（個人負担金） 万円
市の負担額 万円

○申請の手続き

○申請に必要なもの
・不妊治療費助成金交付申請書兼請求書
・不妊治療費医療機関受診証明書
・領収書

・健康保険証の写し
・同意書

　子を希望する夫婦に対して治療費を助成します。
　また、富山県不妊治療費助成制度との併用も可能
です。

むし歯予防対策事業 299
（担当：健康課 福光保健センター　問合せ先　５２－１７６７）

万円

　妊婦歯科健康診査の実施、幼児のフッ化物塗布及
び園児・小中学生のフッ化物洗口並びに歯科保健教
育で口腔衛生の向上を図ります。

　日本国内の医療機関において医師による不妊治療
を行っており、市に引き続き1年以上居住している
夫婦

76
35

万円
（担当：健康課 福光保健センター　問合せ先　５２－１７６７） （担当：健康課 福光保健センター　問合せ先　５２－１７６７）

387

　妊娠や出産後の育児をサポートするため、母子保
健に関する各種教室、相談会、訪問指導等を行って
います。

万円母子健康診査事業 4,077

　健やかなお子様の誕生と妊婦さん自身の健康保
持・増進のために14回の妊婦一般健康診査と必要
な方に産婦一般健康診査を受けていただくよう受診
券を交付しています。また、3か月児、1歳6か月
児、3歳児健康診査を実施し、疾病・運動機能、精
神発達障害等の早期発見、適切な治療や療育を促し
ています。

万円
（担当：健康課 福光保健センター　問合せ先　５２－１７６７）

1,006

700不妊治療費助成事業

　広報「健康カレンダー」やHP等で日時や会場を
お知らせしています。

166
221

　体外受精ならびに顕微授精、および人工授精など
の不妊治療

　受診された医療機関に不妊治療費医療機関受診証
明書を記載してもらい、1年以内に保健センター窓
口に提出

市の負担額 3,071

188
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市営墓地維持管理費 斎場管理業務委託料
井波墓地管理図作成委託 その他委託料
井波墓地造成工事 維持管理経費

火葬炉修繕工事費

火葬件数(平成22年度)

財源
万円 万円
万円 万円

ごみ処理費

ごみ袋代　　　　　1,106万円
ごみ袋取扱手数料　1,270万円

ごみ収集委託料 1億7,019万円
クリーンセンターとなみ分担金

　 1億1,645万円
南砺リサイクルセンター分担金

 　1億8,946万円

事務費　　   　　　     91万円

万円
万円

万円

2,237万円92万円

　一般家庭から排出されるごみの収集、運搬業務や
広域圏で運営されているごみ処理施設の経費です。
可燃ごみは、クリーンセンターとなみ管内（井波、
福野、利賀地域）では焼却し、南砺リサイクルセン
ター管内（城端、福光、平、上平、井口地域）では
固形燃料にしてボイラーの燃料として再利用されて
います。
　不燃ごみは、リサイクルするために分別し、資源
ごみは専門業者に売却するなどごみの減量化を図っ
ています。環境にやさしいきれいなまちづくりによ
り一層のご協力をお願いいたします。

　一般廃棄物の減量化及び資源の有効利用を図るた
め、町内会や地区などの団体で集団的に資源回収を
行い、回収業者に引き渡した団体に対し奨励金を交
付します。

資源集団回収奨励金　916万円

・対象となる団体
南砺市内において、住民の組織する営利を目的
としない団体で、年2回以上の資源回収に取り
組むことができる団体

・奨励金の額
新聞・紙パック・布類　　　　　⇒5円/kg
金属類(アルミ缶・小型家電) 　　⇒5円/kg
ダンボール　　　　　　　　　　⇒7円/kg
雑誌　　　　　　　　　　　　   ⇒10円/kg
天ぷら油　　　　　　　　　   　⇒20円/ 
(平、上平、利賀地域の天ぷら油以外の奨励金
単価は、各品目3円増しとなります。)

・登録について
資源回収奨励金の交付を希望される団体は、年
1回団体登録が必要です。

万円
（ 担当：井波庁舎　住民環境課　　問合せ先　２３－２０３５） （ 担当：井波庁舎　住民環境課　　問合せ先　２３－２０３５）

5億77

2,976

万円 資源回収奨励金 916

1,973その他（市営墓地永代使用料） 460

420万円

市営墓地の維持管理 1,212 斎場の維持管理 4,949

　市営墓地３ヶ所（城端、井波、福野）の運営維持
管理をしています。また井波墓地の取得済み用地に
墓地区画を造成するための工事と墓地管理のため必
要な図面等の作成を行います。

　４斎場（福野・福光・上平・利賀）の運営管理を
しています。今年度は福野斎場の火葬炉台車などの
補修工事を予定しています。

万円
（ 担当：井波庁舎　住民環境課　　問合せ先　２３－２０３５） （ 担当：井波庁舎　住民環境課　　問合せ先　２３－２０３５）

885万円
700万円

財源
その他（斎場・霊柩車使用料等）

市の負担額 752 市の負担額

1,603万円
224万円

７２５件

市の負担額 4億5,947

※南砺リサイクルセンター管内の一般家庭から排出
される可燃ごみは、１０月１日から富山地区広域圏
クリーンセンターで処理することになるため、ごみ
の分別方法が変わります。

その他（ごみ袋販売手数料等） 4,130
財源
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経常費分担金（運営費） 4,694万円
建設費分担金（借入償還金） 1億2,044万円

密閉式 埋込式 電動式
3,000円 5,000円 25,000円

飲料水理化学検査手数料　　　　 43万円
河川等水質調査業務委託　　　　 86万円
・河川11箇所、工場排水4箇所、沼湖3箇所
臭気調査　　　　　　　　　　 　29万円
ダイオキシン類等測定業務委託  130万円
その他委託料等　                      49万円

67 万円 砺波地方衛生施設組合分担金 1億6,738

（ 担当：井波庁舎　住民環境課　　問合せ先　２３－２０３５）
　豊かな南砺市の自然環境を守り、未来に引き継ぐ
ため、市内の様々な環境（水質、大気、臭気、土壌
等）の状況について調査測定をするものです。

環境調査費 337 万円

生ごみ処理機購入助成金

　家庭から出される生ごみの減量と資源化の促進、
ごみ処理意識の高揚を図るため、生ごみ処理機を購
入された世帯に補助金を交付しています。

生ごみ処理機購入補助金　67万円

○補助を受けられる方
・南砺市内に住所を有し、生ごみの減量を実施
できる世帯(事業所は除きます)
・市税を完納している世帯
・処理機を他人に貸与、譲渡、又は売却しない
こと

　広域で整備された処理施設の運転及び維持管理に
係る経常費及び建設分担金です。
　市内から収集されたし尿、浄化槽汚泥は、砺波地
方衛生施設組合（構成市　南砺市、砺波市、小矢部
市、高岡市）で運営する「クリーンシステムとな
み」に持ち込まれ、水分は臭いや細菌の無い清澄な
処理水として適性に処理されてから放流され、脱水
された汚泥は発酵させて堆肥として有効利用してい
ます。

○補助の内容
補助率は購入価格の1/2で、補助金額の上限は
次のとおりです。

万円
（ 担当：井波庁舎　住民環境課　　問合せ先　２３－２０３５） （ 担当：井波庁舎　住民環境課　　問合せ先　２３－２０３５）
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環境審議会委員報酬　　　　　  24万円
環境基本計画策定業務委託料　290万円

314 万円
（ 担当：井波庁舎　住民環境課　　問合せ先　２３－２０３５） （ 担当：井波庁舎　住民環境課　　問合せ先　２３－２０３５）

住宅用太陽光発電設置事業補助金 450

　良好な環境の保全と創造に関する施策を、総合的
かつ計画的に推進するため、長期的な展望にたって
目指すべき環境像と環境保全に向けた取り組みを示
す環境基本計画を策定します。

万円

 地球温暖化防止に対する意識を高めていただくため
に、家庭で住宅用太陽光発電システムを設置した方
に対して、設置費用の一部を補助します。

住宅用太陽光発電設置事業補助金　450万円

○補助を受けられる方
・市内の自ら居住する住宅に、発電容量が2kw以上
の太陽光発電システムを設置し電力会社と系統に関
する契約を締結された方
・市税を完納している方

○補助の内容
補助額は1件当たり5万円です。

○申請に必要なもの
・設置したシステムを記載したカタログなど
・工事契約書及び領収書の写し
・電力会社との系統連系及び電力供給に関する確認
書の写し
・発電システムの設置後の写真
・住民票(原本)　など
・住宅付近地図
※市以外にも、国は1kwあたり4万8千円、県は1
件あたり5万円の補助金交付制度があります。

環境基本計画策定
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